第２回調整部会（平成30年12月21日）における提案見直し構成（案）に対する主な意見等　＜参考＞
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	大ﾃｰﾏ
	名前
	意 見 概 要
	 対応の方向性

	
１バリアフリー教育の充実

	野口
	「バリアフリーの推進には皆が関心を持つ必要がある」ということを文章で記載した方がよい
	大テーマ１の提案内容イのリード文にて記載

	
	河原

大原
	聴覚障がい者が繋がる場所を作ることについても触れてほしい。
地域の中に多様な人が繋がる場づくりを進めるという視点について触れた方がよい
	[bookmark: _GoBack]大テーマ１の提案内容イにて取組み提案に追加

	
２多様な人が住まう街への気づき、障がい者理解の推進

	小木曽
	大テーマ２の提案内容のアについて、「お互いに共有できる」という表現が、「お互いに」が誰なのかわかりにくい
	「お互いに共有できる」を「皆が共有できる」に文言修正


	
	鈴木
	施設や整備について運用についても触れた方がよい
	大テーマ２の見直しの視点にて「当初の目的に沿った運用」という視点について記載

	
３安心して出かけられる街の実現を目指して

	滝澤
	大テーマ３の提案内容のイについて「駅、道路、公共交通機関」という表現について駅だけが別になっていることに違和感がある
	提案内容のイは「駅舎等の公共交通機関や道路のバリアフリー化」に、取組み提案は「公共交通機関、道路等のバリアフリー化の推進」に文言修正

	
	野口
河原
	建物だけでなく道路、歩道のバリアフリー化の重要性についてもわかるようにした方がよい
	大テーマ３の提案内容のイにて、道路のバリアフリー化についても記載

	
	河原
	「公共的施設」に民間の施設も含まれていることがわかるようにした方がよい
	大テーマ３の提案内容ウにて、公共的施設の説明を記載

	その他全体事項など
	河原
	合理的配慮の説明を書いた方がよい
	ｐ１の（１）国の動向等の障害者差別解消法の説明において、合理的配慮の説明を記載

	
	桑波田
	現在の状況・課題だけでなく、将来の課題まで触れた方がよい
	ｐ２の（２）社会情勢の変化について将来的な人口減少等についても記載


（発言順不同・敬称略）
